


挨  拶 

  

 学校は、児童生徒が集い、人と人との触れ合いにより、人格形成がなされる場

です。「生きる力」を育む学校という場において、子供たちが生き生きと活動し、

安全に学べるようにするためには、子供たちの安全の確保が保障されることが不

可欠の前提となります。さらに、児童生徒等は守られるべき対象であることにと

どまらず、学校教育活動全体を通じ、自らの安全を確保することのできる基本的

な資質・能力を継続的に育成していくことが求められます。 

 さて、県では、文部科学省から「学校安全総合支援事業」を受託し、これまで

に蓄積した防災をはじめとする先進的取組を踏まえながら、継続的で発展的な学

校安全に係る取組を地域が一体となって推進している学校、学校安全の組織的取

組、外部専門家の活用、学校間の連携をはじめ、地域の学校安全推進体制の構築

に向け、積極的に取り組む地域や学校を支援しております。 

 具体的には、モデル地域として川越市、三郷市にそれぞれの学校や地域の実情

に応じて、学校間や地域、関係機関との連携を図った学校安全の充実・発展に資

する実践にお取り組みいただきました。その際、学校安全アドバイザーとして、

慶應義塾大学環境情報学部准教授・大木聖子様、熊谷地方気象台気象情報官・中

村佳之様、地震津波防災官・田中智巳様に御指導をいただき、おかげをもちまし

て、２市はもとより県内各学校での安全教育の一層の推進につなげることができ

ました。 

 災害ボランティア事業では、「高校生災害ボランティア育成講習会」を実施し、 

学校や地域における支援者としての自覚や、安全で安心な社会づくりに貢献する

態度の育成に取り組みました。 

 また、交通安全教育では、県立寄居城北高等学校、県立久喜北陽高等学校の２

校を交通安全教育推進校に指定し、生徒や地域の交通状況の実態に応じた実践に

お取り組みいただきました。さらに、東西南北４地区の会場で、自転車安全運転

推進講習会を開催しました。本講習会は、講習を受講した高校生が、自校生徒に

対して講習内容を伝達することにより、交通安全意識の向上を図り、高校生の自

転車交通事故防止の一助となっております 

 本事業の推進に当たりましては、埼玉県立大学保健医療福祉学部健康開発学科

教授・髙橋宏至様をはじめとする県推進委員の皆様、そして、モデル地域の川越

市、三郷市の教育委員会及び拠点校、交通安全教育推進校、関係の皆様に改めて

感謝申し上げるとともに、埼玉県の学校安全に関する取組がさらに充実・発展す

ることを期待し挨拶といたします。 

 

 令和２年２月 

         

             埼玉県教育局県立学校部保健体育課長 伊藤 治也 
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高校生の交通安全教育推進校実施報告書
学 校 名 埼玉県立寄居城北高等学校

生徒数及び
  職  員  数

取組の概要

生徒数　６５５　人
職員数　　８１　人

1　交通安全にかかわる学校の概要
　  本校の生徒は５0％が電車通学、20％がバス通学、25％が自転車通学を
  している。駅からの学校までの距離は約 300ｍで危険箇所も少ない。
  　１２月２0日現在で登下校における事故は１件で、近隣の住民からの苦情
  は 5件あった。  苦情の主な内容は自転車の並列走行であった。

２　交通安全に関する取組・実践
　（１）本校で例年実施している取組
　　　・校門での立哨指導（毎週１回、8：１５～ 8：45）
　　　・自転車点検（毎学期末に実施。担任によるブレーキ等の安全点検）
　　　・サイクルマナーアップキャンペーン（寄居警察による登校指導）
　　　・交通安全講話（寄居警察による講話）

　（２）交通安全推進校としての取組
　　ア　７月１０日に交通事故における損害賠償の訴訟を多く扱っている弁
　　　　護士の高山先生に、自転車事故の補償問題について具体的な事例を
　　　　あげながら詳しく講演していただいた。
　　　　　表　題　：「法的見地からの交通事故」
　　　　　講演者　：高山俊吉　氏
　　　　　会　場　：寄居城北高校体育館
　　　　　対　象　：全校生徒

　　イ　１1月18日　スケアード・ストレイト技法による交通安全教室を実施した。
　　　　  自転車による様々な交通事故を再現していただき、事故の恐ろしさ
　　　　 を全校の生徒に伝えられたと思う。

3　成果と課題
　　通常の交通安全に関する取組に加え推進校としての取組が、生徒の交通
　安全に対する意識の向上につながった。特に自転車の事故防止と賠償責任に
　関しては、身近な問題としてより深く考える契機になったと思う。
　　課題については、自転車通学者と徒歩通学者のイヤホンを辞めさせるこ
　とが出来ていないことである。今後、イヤホンの指導を諦めずに継続して行
　うこと、そして無事故を目指し取り組んでいきたい。
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